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平成２４年９月定例会一般質問

１１項位 質問議員 質問項目 ページ

１ 名越峯壽

交通弱者対策について

県道下千鳥小奴可停車場線の改良について

西城市民病院４階の利活用について

１ 

２ 

２ 

２ 横路政之

通学路の安全対策について

いじめ対策について

高齢者の見守りについて

３ 

４ 

５ 

３ 八谷文策
ジュオン問題について

｢比婆山連峰の夢」について

６ 

６ 

４ 西村和正

防災行政無線の整備と情報伝達について

消防団の体制強化と消防設備の充実につい
て

７ 

８ 

５ 岡村信吉

米の価格について

高野観光交流ターミナル（道の駅）につい
て

９ 

10 

６ 小谷鶴義

グリーンケミカル㈱に譲渡した土地及び工
場・機械設備への担保設定について

この状態で木質バイオマス利活用事業の新
しいスポンサーへの継続が可能なのか

学校教育に取り組む市長の姿勢はいかに

㈱庄原市農林振興公社の業務はＪＡ委託が
よいのではないか

1１ 

1１ 

１２ 

１２ 

７ 林高正

ジュオン問題が解決できない問題点は何
で、解決の目途はいかに

㈱庄原市農林振興公社の経営について

東城の街の中を流れている｣||の名称が「成
羽川」となっていることはいかに

1３ 

１４ 

１５ 



曰程

９月１９曰（水）名越峯壽・横路政之・八谷文策・西村和正・岡村信吉

ｇ目２０曰（木）ｕｌ谷鶴義・林高正・谷□隆明・福山権二・垣内秀孝

ｇ月２１曰（金）赤木忠徳・字江田豊彦・坂本義明・藤山明舂

順位 質問議員 質問項目 ページ

８ 谷口隆明

国民健康保険問題など医療問題について

バイオマス利活用問題について

自然エネルギー先進地をめざして

1６ 

１７ 

１８ 

９ 福山権二

本村地域の塩害について
Ｄｐ－－－－－－－－Ｕ■■■ウロロロ●●●●●●●●￣◆○○ロロロロロ■■￣￣￣￣￣￣￣■■Ⅱ■Ⅱ■■￣￣￣￣ロー￣￣●■ロロ●●●●●●ＣＣＣ●●ｃｃ●ＰＣ￣

ジュオン問題について

庄原市総合サービス㈱について

1９ 

１９ 

２０ 

１０ 垣内秀孝

主要地方道西城比和線の改良促進について

庄原市立比和自然科学博物館の拡充につい
て

2１ 

２２ 

１１ 赤木忠徳

本当に人口を増やすことに目標を定めてい
るのか

西城市民病院の現状と未来展望について

地域にマッチした夢を､アイデアを

2４ 

2５ 

２６ 

１２ 字江田豊彦

障害者の雇用促進について

本市県立高校存続の取り組みについて

"げんき”と“やすらぎ”のさとやま文化
都市について

2７ 

２８ 

2９ 

１３ 坂本義明 市税の収納について 3０ 

１４ 藤山明春
空き家対策について

太陽光発電について

3１ 

３１ 
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順位 １ 質問者 名越峯講

項目 質問の小項目及び要旨
答弁を

求める者

1．交通弱者対策

について

合併して、７年６カ月が経過したが、依然

として|日町を中心とした公共交通体系であ

り、特に西城・東城地域はその傾向が強い。

小奴可地区から庄原地域（庄原赤十字病院）

に行くためには、早朝６時のＪＲか小奴可か

ら東城を経由するパスを利用しなければなら

ない。また、西城町三坂地区から東城町小奴

可地区への公共交通機関はない。さらには、

現在、三坂から西城市街へ３０分で行けるとこ

ろを約１時間要しており、交通弱者対策を考

えるべきである。

このため、次のとおり対応すべきと思うが、

考えを伺う。

①小奴可～三坂～西城市街間を新設し、特に

庄原行きの備北交通パスに接続すること。

②西城市民病院利用者等の西城～小奴可間の

利便性を図るため、回送バスへの乗車を可

能にすること。

市長
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１１頂位 １ 質問者 名越峯涛

項目 質問の小項目及び要旨
答弁を

求める者

２．県道下千鳥小

奴可停車場線

の改良につい

て

この路線は一部改良済みであるが、依然と

して登下校時の小学校児童・保育所児童たち

の交通事故が懸念され、お年寄りの電動カー

等の離合も困難な状況にある。

一番の難所である、小奴可小学校と国道３１４

号の間が未改良であるが、その改良計画及び

市としての対応はどのようになっているのか

伺う 。

市長

３．西城市民病院

４階の利活用

について

平成２０年度から、４階の使用がされていな

い。庄原市立西城市民病院として、早急に有

効な利活用を実現すべきである。

利活用実現に向けての進捗状況を伺う。

病院事業

管理者
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11頂位 ２ 質問者 横路政之

項目 質問の小項目及び要旨
答弁を

求める者

１．通学路の安全

対策について

本年４月２３日、京都府亀岡市で、軽自動車

が集団登校中の児童と保護者の列に突っ込み

３人が死亡、７人が重軽傷という痛ましい事

故が発生し、その後も各地で同様の事故が立

て続けに発生した。

これを受け、文部科学省、国土交通省及び

警察庁から全国に通知が発せられ、すべての

公立小中学校で緊急合同総点検が実施されて

いる 。

（１）本市においても緊急合同総点検が実施

されたと思うが、まず、この結果を伺う。
｡‐一■I■￣－￣￣￣￣￣￣●￣￣￣■￣■■￣￣＝￣￣￣￣－￣￣￣￣￣￣￣￣￣■￣■■￣ＣＣＣＣＣ－－￣￣￣￣■■■■￣■Ⅱ■■￣■､１■￣

（２）この結果を「点検のための点検」に終

わらせないために、「目に見える」諸対策の

迅速かつ効果的な施策を実施すべきと思う

が、考えを伺う。
■－－■－■－■･－￣￣－－￣￣￣■■■￣￣U■■･－■－－■－￣●￣￣￣ﾛ■'■￣'■￣￣U■■U■Ｃ－ＣＣ－｡｡￣－－￣￣￣￣■￣￣￣■■￣￣￣ 

（３）本来、通学路の安全点検は、継続的に

行われていなければならないものである。

今後、どういう形で継続していく考えなの

か伺う。
■■P－｡●●￣￣■￣■･■･■I￣￣￣￣￣Ｃ－Ｃ●￣￣￣￣￣￣I■￣I■￣￣￣￣￣Ｃ●￣▲￣￣d■￣￣￣ﾛ■■■■￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣■￣‐● 

（４）継続的な通学路を含めた児童・生徒の

安全対策の推進を目的として、条例等を策

定してはどうかと思うが、考えを伺う。

教育長
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順位 ２ 質問者 横路政之

項目 質問の小項目及び要旨
答弁を

求める者

２．いじめ対策に

ついて

昨年１０月、滋賀県大津市でいじめを受けた

中学２年の生徒が自殺した問題をきっかけ

に、「いじめ」は大きな社会問題として関心が

高まっている。本市においても他の自治体の

問題として傍観することはできないと思う。

（１）本市の小中学校における「いじめ」の

実態はどうなのか伺う。
｡＝－￣￣■■￣■■■■￣￣￣---つ－▲￣■■■■￣■￣■￣￣■￣■￣‐◆￣￣●▲￣￣￣￣￣￣￣I■I■I■￣￣￣￣￣1■￣‐￣￣｡￣｡‐

（２）「いじめ」根絶の決定的な方法は非常に

難しい課題であるが、「いじめ」は基本的人

権を侵害する（重い罪）という考え方を共

有することが大事であると思う。そのため

には、しっかりとした人権教育を行う必要

があると考える。

しかし、教員だけで勉強から道徳、生活

習慣まですべてを教えるのは無理がある。

人権擁護委員の力を活用するなど新たな方

法も加え、「いじめは、いじめる側が100％

悪い」という意識に子どもたちを変えてい

く必要があると思うが、考えを伺う。
■.－＆－--￣－－￣￣￣■d■￣￣d■d■■￣U■￣U■￣￣－－－－－－●￣の￣￣■￣■■￣■￣￣￣￣￣￣■￣￣￣￣￣‐｡￣￣Ｃ●￣｡｡￣￣￣

（３）政府は、いじめ対策強化を含む、新た

な「自殺総合対策大綱」を決定した。本市

としての対応を伺う。

教育長
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順位 ２ 質問者 横路政之

項目 質問の小項目及び要旨
答弁を

求める者

３．高齢者の見守

りについて

東日本大震災以降、自主防災組織への取り

組みが進む中、地域における見守りに対して

も再度考え直し、よりきめ細やかな対策を模

索されている地域もある。

現在、一人暮らし世帯に不測の事態が発生

した場合、緊急に対応できる方策として、安

心カードの作成など、さまざまな対応がなさ

れている。バラバラな対応策をとるのではな

く 、 統一した有効な対策があれば、市民の見

守りに対して効果的な成果が得られると思

つ。

このため、具体的な取り組みとして、昨年

３月に「命のカプセル」を提案させてもらっ

たが、再考する考えはないか伺う。

市長
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順位 ３ 質問者 八谷文策

項目 質問の小項目及び要旨
答弁を

求める者

1．ジュオン問題

について

市長の今までの説明は、補助金返還額をよ

り少なくすること、この事業を継続すること、

さらには、事業継承者により返還金をゼロに

するよう努力しているとのことであったが、

先日 、 中国四国農政局で課長、係長クラスの

職員と話をした結果、まずそのようなことは

あり得ないとの答えであった。このことに対

する市長の見解を伺う。

市長

２．「比婆山連峰

の夢」について

さん

古事記編纂1300年の今年、本市においてど

のような事業が行われ、私たち庄原の天孫降

臨の地である比婆山連峰が、夢とロマンの地

として語り継がれるにふさわしい計画がある

のか。また、出雲地方ではどのようなことが

行われ、さらに計画されているのか伺う。

市長
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順位 ４ 質問者 西村和正

項目 質問の小項目及び要旨
答弁を

求める者

1．防災行政無線

の整備と情報

伝達について

長期総合計画実施計画において、平成２６年

度から防災行政無線施設の整備に着手するこ

ととなっているが、その基本的な考え方につ

いて、次のとおり伺う。

（１）市内全域に整備する必要があるが、事

業費と事業期間、さらに地域別の整備年次

をどのように計画しようとしているのか伺

つ ◎ 

（２）防災行政無線には、同報系と移動系が

あると聞いているが、システムの整備内容

について伺う。

（３）戸別の告知放送のような情報通信手段

が必要ではないか。また、受信設備は、屋

外の拡声器なのか、各戸へ個別受信機を設

置するのか伺う。

（４）西城地域及び東城地域において、現在

のＮＴＴの通信サービスであるオフトーク

通信が、平成26年頃に終了するのではない

かと聞いている。この２つの地域の整備を

どのように考えているのか伺う。

（５）防災行政無線の機能は、防災情報に特

化したものではなく、現在も行われている

行政情報等の提供など、市民の暮らしを高

めるよう充実を図るべきと考えるが、どの

ような機能を持たせ整備するのか伺う。

市長
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１１頂位 ４ 質問者 西村和正

項目 質問の小項目及び要旨
答弁を

求める者

２．消防団の体制

強化と消防設

備の充実につ

いて

消防団の組織体制及び消防装備の整備につ

いて伺う。

（１）消防団員の充足率が８９％という現状に

照らし、組織の再編計画を考える中で、定

員の見直しや人員確保を図るなどの説明を

受けているが、その後の進捗状況について

伺う ｡ 

（２）迅速な初動の確保と火災現場における

消防力の強化を図るためにも、消防ポンプ

車、小型消防ポンプ積載車、指揮広報車な

どの消防装備及び車両の整備が喫緊の課題

である。各方面隊の整備状況について伺う。

（３）総合的な消防力の強化を進めるために

も、こうした消防装備及び車両の整備水準

を高める必要がある。早急に総合的な消防

力の強化をめざした計画を策定し、実行す

ることが重要だが、今後、基本的な危機管

理として、どのように対策を講じるのか。

（４）自主防災組織など自治振興区を中心に、

市民が主体となって、防災活動に取り組む

方向性は理解できるが、消防防災に関する

基盤施設である、各方面隊の消防格納庫等

の公共性の高い施設整備は、行政の責務と

して行うべきではないかと思うが、考えを

伺う ０ 

市長
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順位 ５ 質問者 岡村信吉

項目 質問の小項目及び要旨
答弁を

求める者

1．米の価格につ

いて

本年産の米仮渡価格が決定された。県内産

コシヒカリ一等米価格が、前年度より７００円

高い 、 1袋３０キログラム当たり７，０００円であ

る。市内約５，５００戸の米生産農家にとって、

いくらか明るいニュースである。

しかしながら、近年、米を含む農産物価格

の低迷と生産コストの上昇という生産現場に

おける経済的問題、さらには、担い手不足等

の構造的問題など、農業を取り巻く環境は－

段と厳しくなっている。

こうした中で、米価の動向は、市内全農家

にかかわる問題と捉え、次のとおり伺う。

（１）農業は、本市の基幹産業との位置づけ

であるが、その中心を担う米、とりわけ米

価問題については、これまで深く議論され

た経緯がない。この点について所見を伺う。
●←￣知■￣￣－U■－－－￣字■■■￣￣■U■■■'－－￣￣￣￣￣￣￣￣￣⑤■PU■￣｡￣■'￣●｡￣■■￣d■￣■■￣U■■U■U■■'－－－－－￣￣￣

（２）本年３月、新たに庄原市農業振興計画

が策定された。大要として、米による所得

アップをめざすとあるが、それ以上の記述

はないと受け止めている。農業者の大半が

米の生産農家である現状を考慮すると、余

りにも内容が薄いと感じるが、所見を伺う。
－芒●●￣￣￣￣￣■■＝￣￣‐￣￣■￣■■1■￣■■ｌ￣｡－￣の￣￣￣￣■￣￣￣■￣ロ1■￣￣￣￣●￣￣－つ￣■－－■■■■■￣￣１■１■■■

（３）平成１８年に設置された「庄原市農業振

興対策調整会議」における、米による所得

アップへの取り組みの現状について伺う。

市長














































